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ご注意ください！

本説明会は、2021年１月20日（水）に開かれました。

今後、規則や運営上のルールについて、変更される可能性が
ございます。その場合は、２０２１年1月２０日以降の日付で
のご連絡事項が優先されます。

今後のレインフォレスト・アライアンス本部および日本チー
ムからの、ご連絡にご注意いただけますよう、お願い申し上
げます。
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新しいプログラムの原則

コアマーケットチーム

一倉千恵子

オルティス美由紀
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レインフォレスト・アライアンス2020認証プログラムの原則

透明性
継続的な改善 責任の共有

農場向けとサプライチェーン向け
取組みの統合

保証の強化
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透明性

──消費者は、透明性とポジティブな影響の拡大を企業に求めている──

新レインフォレスト・アライアンス認証プログラムが可能にすること。

• 持続可能性に関するリスクおよび持続可能性に関する取り組みについ
ての、より良いデータの収集

• 持続可能性を分析・計測するための新しいツールや技術の使用

これにより生産者と企業は、

✓ 持続可能性に関する取り組みの改善に向けてより的確な判断ができる

✓ 要件を遵守する上での最重要課題への対処に集中できる
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継続的な改善

──持続可能性に関わる新しい課題が、気候変動と複雑化した世界によって絶え

ず生み出されている──

新レインフォレスト・アライアンス認証プログラムが可能にすること。

• 単純な合否判定方式からの脱却

• 生産者と企業に対しては、

― 持続可能性に関するリスクに対する理解を促進

― 継続的な改善への重点的な取り組みを支援

― 独自の持続可能性に関する取り組み目標の選択・設定・測定を支援

これにより生産者と企業は、

✓ 持続可能性を改善するために戦略を適宜調整できる

✓ 達成した環境面・社会面での成果を立証できる
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責任の共有

認証は、十分な報奨なしに生産者に不平等な重荷を負わている

企業/
貿易業者

生産者 企業/
貿易業者

生産者

ブランド価値

安定した
財政基盤

市場支配力

不確実な市場アク
セス

気候変動の影響

農場向け要件

実際の生産

責任の共有
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責任の共有

新しい認証プログラムが可能にすること。

• 持続可能性への取り組みに対する生産者への補償の改善

• サステイナビリティ投資に関わる費用のサプライチェーン全体での分担

• 責任ある調達方法と、持続可能性の進捗状況に関する双方向の説明責任

これにより生産者と企業は、

✓ 認証に付随する負担と価値に関して透明性を向上できる

✓ より大きな経済的資源を生産者に向けられる
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農場とサプライチェーンの取り組みの統合

──持続可能な農業はサプライチェーン全体の責任──

新しいプログラムが可能にすること。

• 農業およびサプライチェーン活動全体に対する単一で一貫性のある要件体

系の提供

• 流通・加工過程（Chain of Custody）の管理ではなく、サプライチェーンを重視

• 危険性の高い関連状況の中で、サプライチェーンにおける業務に関する社

会的・環境的要件の導入

これにより生産者と企業は、

✓ サプライチェーン全体で一貫性のある要件対応がおこなえる

✓ サプライチェーンのトレーサビリティを強化できる

✓ 持続可能な商慣行を実践できる
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保証の改善

新しいレインフォレスト・アライアンス認証プログラムは、認証機関によっておこ

なわれる、第三者による遵守状況の審査に依拠。

新しいプログラムで保証システムが改善された点は、

• 各生産者もしくは企業に付随するリスクにもとづいて、検証（審査）の種類

と重点事項を規定

• 審査の質を向上

• 認証機関の技術と能力の強化を促進

これにより生産者と企業は、

✓ 認証制度への信頼が増す



基準の構造



４種類の要件

主要要件 (農場＋サプライチェーン)

• 必須の合否型主要要件

• 持続可能な農業向けの基本的な要件

改善要件 (農場向け)

• 時間をかけ、より高い作業水準を達成

• 各３年の認証周期の要件に段階を設定

継続する改善要件-スマートメーター(農場向け)

• 基準により識別された継続する改善範囲

• 自身の作業内容の個別の状況とリスクをもとに、組織によって改善目

標を設定

自己選択要件 (農場＋サプライチェーン)

• 生産者と企業が特定の持続可能性問題点に取り組むことを選択できる
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サプライチェーン要件
どの要件が自社にあてはまるか？

登録時にプラットフォームから提示される要件

・作物、作業内容、規模、場所など様々な条
件により異なる
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要件の6つの章

1. 管理(農場とSC関係者)

2. トレーサビリティ (農場とSC関係者)

3. 収入と責任の共有 (農場とSC関係者)

4. 農業 (農場のみ)

5. 社会 (農場とSC関係者)

6. 環境 (農場とSC関係者)

+用語集含む付属文書(Annex)

+ 手引き(Guidance)と定型書式



2020認証プログラムにおける
課題別の刷新点



環境
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• 気候変動に対応した農業

• 森林と高保全地区

• 総合的病害虫管理（IPM）



19

気候変動に対応した農業

• 基準の全編にわたって導入

• たとえば、

• リスク査定で気候リスクもカバー

• 適した植物品種の選抜

• 肥料を最適化し、農薬を削減

• 森林をはじめとする自然生態系の保全

• 水とエネルギーの節約

• 温室効果ガスの排出量（自己選択）

• 洪水等の気候変動による非常事態を想定した住居

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/
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森林と高保全地区

• 森林をはじめとする自然生態系の転換禁止（2014年1月1日以降）

• リスク緩和措置の導入を含めた、高保全価値（HCV）地区の保全

• アグロフォレストリーや保全地区等を通じた最低自然植生被覆率の達成

• 保証の強化

• レインフォレスト・アライアンス森林破壊危険分布図

• 農場の地理空間データ

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/
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総合的病害虫管理(IPM)

• IPMは、再生可能な農業を支える重要な原則

• より持続可能な農業手法

• 害虫に強い農法と生態系の健全性

• 農薬の使用の段階的な削減もしくは撤廃

• 植物の多様性を育み、生物多様性と自然資源を保護

• 2020農薬管理規則

• 統合された禁止物質リスト（合併前の規則に近い）

• 農薬や代替手法の使用に関する知識の構築

• 代替手法の使用を奨励するための例外的な使用に関する方針

• 生物多様性と自然資源が保護され、それらの質が向上

• 長期的な目標：IPMにもとづいた手段と農作物別取組みの拡充

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/
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総合的病害虫管理 (IPM)

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/


社会課題と人権

23

• 人権デュー・デリジェンスに対する事前評価対処方式

• ジェンダー平等



重要な人権課題に対する事前評価対処方式

児童労働 強制労働

差別
職場内暴力と

ハラスメント

事前評価に
もとづいて
課題に対処

4つの人権デュー・デリジェンスに
対する事前評価対処方式

• すべての大規模認証農場お
よび個別認証農場は基本的
な仕組みを有していなければ
ならない

• レインフォレスト・アライアンス
が作成した危険分布図にもと
づいた、児童労働および強制
労働に関する要件

• サプライチェーン中の高リスク
事業者に対しても、事前評価
して対処

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/


事前評価対処方式の仕組み

是正
コミット（言質）と
情報共有

リスク査定

リスクの緩和

監視

継続的な改善

• 事前評価対処方式の目的

• 人権課題の見える化

• それに対処するための体制作り

• 事例を発見することよりも、適切な管

理の仕組みを重視する認証

• 明確な制裁制度

• 仕組みが正常に機能していない

場合

• 事例が深刻で組織的問題の場合

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/
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ジェンダー平等

2020プログラムで強化されたジェンダー平等に関する内容

• ジェンダーについても、農場向けリスク査定でカバー

• ジェンダー平等の推進に関する要件

• ジェンダー要件に関わる苦情申し立ての仕組み

• ジェンダー細分類指標

• ジェンダーに配慮した生活所得ツールと生活賃金ツール

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/


苦情メカニズム

• 苦情処理メカニズムは、ビジネスと人権に関する国連の

指導原則29および31に準拠

• さまざまな利害関係者からの公式および非公式の提出メ

カニズムを奨励

• 苦情提出者に対する報復を防ぐためのより大きな考慮事

項

• ジェンダー委員会、事前評価対処委員会、コミュニティ

と相互に連絡

• 是正プロトコールと連結する追跡措置



トレーサビリティ
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• 従来のトレーサビリティ要件

• 農場からサプライチェーンまでトレーサビリティを強化
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トレーサビリティ
新しい基準には以下が含まれる。

• “伝統的”なトレーサビリティ要件、たとえば、

• 認証製品の非認証製品からの完全分離

• 入出荷量に基づく計算

• 加工過程における派生製品への転換率

• 農場とサプライチェーン間の差異を埋め、 頑健性を向上するために拡張された
要件、たとえば、

• 農場とサプライチェーン両方の基準の中でトレーサビリティに関する課題を
包含

• 農場の段階から、分離方式のレベルに関する適切な申告内容を含む記録
文書を作成

• 重複販売防止の強化

• レインフォレスト・アライアンス トレーサビリティプラットフォームへのデータ
入力に関する、より明確な要件

・農場要件
・サプライチェー
ン要件
・付属文書６
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主な注意点

・販売、出荷登録は、四半期の終了時から２週間以内

・販売されなかった数量および/または規格外品や紛失数量は、四半期の
終了時から2週間以内にトレーサビリティプラットフォームから削除

・最終製品が小売り・ブランドに販売され、同社が購入の確認をするまで
必要（RA)= オンライントレーサビリティシステム上で引換（消費）処理
をされるまで

・マスバランスクレジットー異なる認証保有者に販売してから２年間、

但し既存のマスバランスクレジット（合併前の数量）は、2020年10月1

日から3年間有効。

・農場要件
・サプライチェー
ン要件
・付属文書６



生活水準
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• 責任の共有

• サステイナビリティ差額

• サステイナビリティ投資

・生活賃金と生活所得
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サステイナビリティ差額 (SD)

当該作物の市場価格に上乗せして認証生産者に対して支払うべき追加の現金。

すべての作物に共通する要素

• サステイナビリティ差額（SD）は必ず生産者／労働者に直接届く。その一部を

団体責任者が差し引くことはできない。

• 生産者に対してSDの使途を規定することはできない。

• 大規模農場はSDを労働者の福利に使用しなければならない。

• 生産者団体の小規模生産者（団体構成員）のSD使用目的に規定はない。

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/
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各作物別支払い者

導入時期、最低金額等詳細は、追ってご連絡します。

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/
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サステイナビリティ投資 （SI)

農場要件に沿った改善を可能にするために、個々の農場もしくは生産者団体に対

してレインフォレスト・アライアンス認証製品のバイヤーがおこなう、現金もしくは現

物支給による投資。

すべての作物に共通する要素

• 現金もしくは現物支給による支払いが可能で、生産者団体と第一バイヤー間で

合意すれば分割も可能。

• 主要基準や必須の改善要件を達成するための投資に向けられる。

• 生産者が策定した投資計画にもとづく。

• バイヤーが差別化を図るための文言・表示とは無関係。

• サステイナビリティ投資は、生産者へのサステイナビリティ差額の現金支

払いに取って代わることはできない。

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/
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サステイナビリティ投資の支払い者

導入時期、最低金額等詳細は、追ってご連絡します。

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/


生活所得

生活所得を支える技術

• デジタル内部管理システム

• 農場向けリスク査定ツール

• 生活所得監視ツール

生活所得要件（自己選択）には以下も含まれる。

• 認証農作物生産から得られる手取り収入の算定に必要な生産費用に関す

るデータの収集

• 生活所得基標と比較して手取り収入を評価

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/


生活賃金

生活賃金に関する農場要件

• 生活賃金との差異に関する透明性の確立

• レインフォレスト・アライアンス給与評価ツールの使用

• 提供された「生活賃金基標」との比較

• 賃金改善計画の導入

生活賃金に関するサプライチェーン要件（自己選択型）

• 生活賃金改善計画への貢献をバイヤーが約束
概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/


2020認証プログラムにおける
体制面での刷新点
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体制面での刷新点

• データの改善

• リスクベース方式

• 個別の状況の考慮

• 継続的な改善

39
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ITシステムの刷新

• 数々の刷新ーより個別の状況に考慮し、データ主導で危険
度を基本とする

• 3つの確認

リスクベースの
取組み

データ監視 強化された審査
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背景にある原則

リスクベースの取組み

•発生してからの取組みではなく、予防する取組みを促進

•認証過程の最後にのみではなく、最初からデータを収集

• プログラム使用者に利用しやすい情報を提供（例えば審査
計画準備のため）



データの改善

レインフォレスト・アライアンスは、新しい認証プログラム用に新しいデータシス

テムとツールを開発中。

地理空間データ（認証農園のGPS位置情報）

予定用途

• 森林破壊や保護区域への不法侵入リスクを監視

• トレーサビリティを向上

農園サポート・アプリケーション（FIA）（当団体のデジタルツール）

予定用途

• 信頼できるデータを収集し、農場の管理および継続的な改善を支援

• 個別の状況に応じてデータやツール、知識を提供し、農場での慣行の改

善を支援

42



危険分布図の使用用途は？

•森林伐採

•児童労働

•強制労働

I. 低度の危険性

II. 中度の危険性

III. 高度の危険性

43



44

リスクベース方式

複数レベルでのリスク査定

• 生産者による農場レベルでのリスク査定

• サプライチェーン関係者向けのサプライチェーンリスク査定（SCRA)

• 重要な問題（森林破壊、児童労働等）についての当団体による国レベル

でのリスク査定、危険分布図

リスク査定は全関係者が実施

レインフォレスト・アライアンスは

✓ 適用可能な要件および検証のレベルを決定するため

生産者およびサプライチェーン関係者は
✓ 管理計画を策定し、重大な持続可能性のリスクの改善に重点を置
くため

認証機関は
✓ 重大な持続可能性のリスクの審査に重点を置くため

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/
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個別の状況の考慮

各組織には、以下情報にもとづいた専用の基準要件一覧が届く。

事業のタイプと領域、たとえば：

• 小規模農場団体、大規模農場、サプライチェーン関係者、複数施設のどれに該

当するか

• 労働者を雇っているか

• 加工にたずさわっているか

国や組織レベルでのリスク水準、たとえば、

• 事業をおこなっている国において児童労働のリスクがあるか

• 当該農場や加工設備が森林や保護区域の近くにあるか

登録の際に提供される情報によってリスクが特定され、要件が決定される。

概要は、下記からダウンロー
ドいただけます。

ra.org/2020-program

https://www.rainforest-alliance.org/business/tag/2020-certification-program/


継続的な改善

4種類の要件

主要基準

• 全対象者に適用可能な合否方式の主要必須要件

• 持続可能な農業のための基礎となる基準

改善基準

• 段階的に達成すべき、より高い取組み水準

• 要件に定められた、3年の認証周期毎の水準

継続的改善基準（スマートメーター）

• 基準によって明らかになった、継続的改善が必要な領域

• 各組織は、個別の状況と、それぞれの事業に確認されたリスクにもとづい

て独自の改善目標を設定

自己選択要件

• 生産者と企業は、持続可能性に関する特定の課題に取り組むために、追

加的な要件の導入を選択することができる継続的な改善



新認証導入の流れ

47
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3つの作業

1．新規登録

２．審査の申し込み＋移行審査（サプライチェー
ンは、机上審査）＋移行認証（1年有効）取得

３．２０２０新認証プログラム審査＋認証取得
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導入スケジュール

2020年6月30日

新基準と

保証規則を公開

2020年Q4

ガイダンス文書

を公開

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2021年7月1日

新基準にもとづいた要件が義務に

（以降は従来のUTZ・RAの基準に対す

る審査はおこなわれない）

2020 2021

農業認証保有者

登録開始

サプライチェーン認証

保有者登録開始

対象範囲内の

小売業者登録開始
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組織が現在保有している認証の種類に基づき、それぞれの特定の状況に適
用される移行ルールの文書および手順を、オンラインでユーザーに提供し
ます。ログインする必要がなく、どなたでも数回クリックするだけで、各
認証保有者が今後3年間でどのような具体的手順を踏む必要があるかを確
認することができます。

移行ツール

リンク：2020 認証プログラムへの移行方法 | Rainforest Alliance | 法人向け (rainforest-alliance.org)

https://www.rainforest-alliance.org/business/ja/%e8%aa%8d%e8%a8%bc%e3%81%ae%e9%9d%a9%e6%96%b0/2020-%e8%aa%8d%e8%a8%bc%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b0%e3%83%a9%e3%83%a0%e3%81%b8%e3%81%ae%e7%a7%bb%e8%a1%8c%e6%96%b9%e6%b3%95/


旧RAおよびUTZ認証との違い
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合併前のプログラムから新プログラムへの変更
点ー認証と審査

合併前のプログラム 2020 RA 認証プログラム

IMS事務所/団体での位置情報 (UTZ), 農場での位置情報

(RA)

農場単位レベルでの位置情報

1年の認証周期(UTZ), 3年の認証周期 (RA) 3年の認証周期

IMSに特別な焦点はなし 団体管理保証

監査計画に特別な焦点はなし 審査の計画とサンプリングに明確な焦点

認証保有者は、いつでもCBを変更できる 認証保有者は、１周期同じCBにとどまる

CB は履歴書と必要な研修を基に承認 CBの人員に対し最低限の能力レベルを要求

審査員のローテーション（UTZ） 新 -利益相反を回避するための審査員のローテーショ
ン

- 新 -詐欺と汚職防止に関する項目

- 新 - CB能力の評価

- 新 – CB職員の明確な分離ープログラム管理と審査部門
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サプライチェーン関係の要件
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サプライチェーン関係の要件



もっと詳しく知るには



レインフォレスト・アライアンス・ウェブサイト
のメインページ経由で2020認証プログラムに
関する文書にアクセス：

• 2020持続可能な農業基準：

• 農場要件

• サプライチェーン要件

• 保証に関する文書

• 関連資料

• 概要

• よくある質問（英語版）

プログラムについて、もっと詳しく知るには

2020認証プログラム | Rainforest Alliance | 法人向け (rainforest-alliance.org)

https://www.rainforest-alliance.org/business/ja/tag/2020認証プログラム/
https://www.rainforest-alliance.org/business/ja/tag/2020%e8%aa%8d%e8%a8%bc%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b0%e3%83%a9%e3%83%a0/


新しいレインフォレスト・アライアンス
認証マーク

商標使用申請：概要

カスタマーサクセスチーム 上松紀代子
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新しいレインフォレスト・アライアンス認証マーク

新しい認証マークへの移行：

2022年12月31日が旧認証マークの使用申請最終期限です。
※カカオ製品はすでに旧認証マーク、UTZ認証マークの使用申請の受付は終了しました。
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商標使用申請：概要
商標：「レインフォレスト・アライアンス認証マーク」、「レインフォレ
スト・アライアンス」、「レインフォレスト・アライアンスの団体ロゴ」

承認申請に必要なもの：

✓ マーケットプレイス2.0 (https://marketplace.ra.org/login/) 

✓ 有効なライセンス同意書2020

✓ 承認が必要な資材
例：包材の場合は製品パッケージの展開図、ウェブサイトでの商品の宣伝
の場合はレインフォレスト・アライアンスや認証に言及している段落だけ
でなく、ページ全体→「Upload material for approval」に添付。

✓ 補足資料の準備
例：承認が必要な資材の英語訳資料→「Supporting file as needed 」

https://marketplace.ra.org/login/
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商標使用申請：概要

承認に要する時間：10営業日以内の審査。

承認審査のステータス
「Awaiting Review（審査待ち）」、
「Changes Required（要修正）」、「Resubmitted（再提出）」、
「Conditionally Approved（条件付き承認）」、
「Approved（承認）」

※時間的余裕を持ってご申請ください。

承認の有効期間：２年間

※承認を得た後にデザインを変更する場合は、変更版を申請の上、承
認を得てください。



商標使用方針、マークのグラフィックガイドライン
の改訂
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商標使用方針、マークのグラフィックガイドラインの改訂

認証マークの改訂：

「™️」マークは不要：

どの言語であっても「Rainforest Alliance Certified」の後にの「™️」マーク
は不要です。
→参考：「Translation Guide」 https://www.rainforest-
alliance.org/business/wp-content/uploads/2020/09/RAC-Translation-
Guide.pdf

https://www.rainforest-alliance.org/business/wp-content/uploads/2020/09/RAC-Translation-Guide.pdf
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商標使用方針、マークのグラフィックガイドラインの改訂

最小マークサイズ：１３mm
認証マーク貼付先資材によって推奨している最小マークサイズがあります。詳し
くはマークのガイドラインp12をご参照ください。

ウェブ・リンク：B2C資材（包材、宣伝広報資材含む）には必ず当団体の
ウェブサイト・アドレスの紹介を含めてください。

例：「レインフォレスト・アライアンス認証。詳しくは
www.rainforest-alliance.org/ja」URLは短縮版「ra.org/ja」を使用
していただくことも可能です。

ウェブサイト・アドレスの記載が省略可のケース：生鮮果実や野菜に貼
付される25mm幅（高さ）のステッカーシール上。但し、外装ケースや商
品ブランドウェブページのいずれかでウェブサイト・アドレスの記載が必
要です。
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複数原料製品
「中心原料」の要件＃３のみに該当する「中心原料」については、承認に
時間がかかる可能性があります。

商標使用方針、マークのグラフィックガイドラインの改訂
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複数原料製品におけるマーク下での明瞭表示の省略：

中心原料が製品原料全体の少なくとも95%（重量）を占める場合。

例：フレーバーコーヒーなど

ただし、その他の要件（認証原料の原材料名欄での特定、当団体のウェブ
サイトの記載）については満たす必要があります。

※ハーブ＆スパイス製品に分類される「ルイボス」についても適用できます

商標使用方針、マークのグラフィックガイドラインの改訂



商標使用時の注意事項
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商標使用時の注意事項

公式な認証マークのアートワークを使用：
認証マークには白縁があります。

配置と余白：

• 余白部分の維持
（その他の認証マーク、ブランドロゴ、文章などに注意）

• 消費者に商品ブランド、企業名などと誤解を
与えないように配置
（レインフォレスト・アライアンス認証マークをブランドロゴや
その他の認証マークより大きく表示し配置する必要はありません）



認証マーク下での認証農産物の表示：

• フォント
Source Han Sans JP Medium 
(日本語表記)
https://fonts.adobe.com/fonts/sour
ce-han-sans-japanese

Poppins SemiBold (英語表記）
※Title Case ＝頭文字のみ大文字
（例：Coffee）

• フォント色
使用する認証マークの色に合わせる
（例：Pantone3165, Pantone Process 
Balack, CMYK0000）

• フォントサイズと配置

69

商標使用時の注意事項

https://fonts.adobe.com/fonts/source-han-sans-japanese
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商標使用時の注意事項
原材料名欄：

認証原料の明記「レインフォレスト・アライアンス認証紅茶」などの文言
は原材料名欄と同じ面に記載してください。

新旧マークの併用：

旧マークと新マークの資材での併用

旧マークが貼付された製品の広報宣伝資材での新マークを使った販促

説明文言

• レインフォレスト・アライアンス、認証、マークについての説明は
「文例集」から：https://www.rainforest-alliance.org/business/ja/持続可能性に
関するマーケティング/レインフォレスト・アライアンスを説明する文例/

• 名称は常にフルネーム（RFA,RAなどの省略は禁止）

• コミュニケーション（広報）の基本指針についても参照：
https://www.rainforest-alliance.org/business/wp-
content/uploads/2019/10/sustainability-communication-guidelines-for-
companies.pdf

https://www.rainforest-alliance.org/business/wp-content/uploads/2019/10/sustainability-communication-guidelines-for-companies.pdf


Marketplace 2.0 使用上の注意

使用ブラウザ
取引証明（TCs）Shipment Date入力に関する規制
カカオのオリジンマッチングに関連した更新
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Marketplace 2.0使用上の注意

使用ブラウザ：Internet Explorer以外のブラウザを使用してください。

（例：Firefox, Google Chrome）

取引証明(TCs)：Shipment Date入力に関する規定。

• 新規TC、Pending TCs：Shipment Date ＞作成日

• Approved TCs： Shipment Date＞ Issue Date

※TC内容の修正時（例：Volumeの修正）、Shipment DateがIssue Date以
降にて作成されていたTCについてはエラーとなり、Shipment DateをIssue 

Date以前に修正が必要となります。
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Marketplace 2.0使用上の注意

カカオのオリジンマッチング（原産国の一致）に関連した更新：
２０２０年10月１日以降、カカオの原産国の一致が必要です。その為、新規の
Output ProductはサプライヤーからのTC情報に合わせて、原産国を１カ国選
択して入力してください。

例：



登録済みのOutput Productに原産国が入力されているかどうかは、Output Product 

Overviewからも確認していただけます。原産国が入力されているOutput Productに
ついてはType of Claimに表示されます。

74



Transaction OverviewにてOutput Productに原産国情報が含まれているかどうかを確認し
ていただけます。
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お詫びと訂正

承認の有効期限について

ご案内しました２年間の承認有効期限について、期限が来た際の手続きの
ご案内誤りがありました。大変申し訳ございません。下記の通り、訂正し
お詫び申し上げます。

承認済みのデザインに関して、有効期限が来た場合には「再度申請をし直
し、承認を得て下さい」とご案内させて頂きましたが、正しくは「マー
ケットプレイス上で有効期限の終了時に有効期間を更新して２年延長する
か、もしくはそのまま満了させるかについてが選択可能」となります。

ただし、内容に変更を加える場合は新規承認申請として再度申請が必要で
す。また承認が与えられた時点から有効期間終了日までの期間中に当団体
のラベル表示要件に変更があった場合には、最新の要件に準拠しない限り、
有効期限の更新はできず、新規承認申請が必要となります。

（参照：旧ラベル表示と商標方針6.4、改訂版 Updated Oct2020：

7.4 Approval Validity）



質疑応答
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